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建設中の入曽地域交流センター



議案質疑 議案質疑

（ 3 ） （ 2 ）

主
な
議
案
審
議

◆
防
災
基
本
条
例

市
民
、事
業
者
、市
の
防
災
に

お
け
る
責
務
、役
割
を
明
確

に
し
、災
害
の
予
防
対
策
や

発
生
時
の
応
急
対
策
な
ど
基

本
的
な
事
項
を
定
め
る
も
の

Ｑ　

狭
山
市
地
域
防
災
計
画
が

あ
る
が
、改
め
て
防
災
基
本
条

例
を
制
定
す
る
意
義
は
。

Ａ　

狭
山
市
地
域
防
災
計
画

は
、災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ

き
、市
の
地
域
に
係
る
防
災
に

関
し
、市
が
処
理
す
べ
き
事
務

と
、防
災
訓
練
、避
難
所
な
ど
防

災
に
関
す
る
拠
点
に
つ
い
て
定

め
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
な
ど
過
去
の

大
き
な
災
害
で
、行
政
自
体
が

被
災
し
、公
助
が
十
分
に
機
能

し
な
い
状
況
も
あ
る
中
で
、災

害
へ
の
対
応
は
、公
助
の
み
な

ら
ず
、自
助
・
共
助
に
よ
る
対
応

が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、防
災
基
本
条

例
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
、市
の
防
災
対
策
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、自
ら
の

命
は
自
ら
守
る「
自
助
」、近
所

や
地
域
で
お
互
い
に
力
を
合
わ

せ
て
助
け
合
う「
共
助
」、行
政

が
主
体
と
な
っ
て
行
う「
公
助
」

を
念
頭
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
責
務

や
役
割
を
明
確
に
し
、お
互
い

に
連
携
し
、協
力
し
て
防
災
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　

市
の
責
務
と
は
。

Ａ　

普
及
啓
発
活
動
の
推
進
、

防
災
対
策
を
円
滑
に
実
施
す
る

た
め
の
必
要
な
体
制
の
整
備
と

強
化
を
図
る
こ
と
。ま
た
、防
災

教
育
の
充
実
や
人
材
の
育
成
を

行
っ
て
い
く
こ
と
。さ
ら
に
、情

報
の
収
集
・
伝
達
体
制
及
び
備

蓄
品
の
充
実
、応
援
の
受
け
入

れ
体
制
の
整
備
、公
共
施
設
の

耐
震
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

◆
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、利
用
時
間
や
使
用
料

な
ど
を
定
め
る
も
の

Ｑ　

入
曽
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

と
入
曽
公
民
館
の
主
な
違
い
は
。

Ａ　

入
曽
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、入
曽
公
民
館
と
比
べ
、延
べ

床
面
積
で
は
約
1
.
5
倍
、敷

地
面
積
は
約
３
倍
の
広
さ
と
な

り
、障
害
者
専
用
駐
車
場
２
台

を
含
め
、車
両
は
48
台
、駐
輪
場

は
45
台
分
確
保
で
き
る
。

　

施
設
は
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、多

目
的
ト
イ
レ
、手
す
り
や
視
覚

障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
設

置
な
ど
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対

応
し
、高
齢
者
や
障
害
の
あ
る

方
も
利
用
し
や
す
い
施
設
と
な

っ
て
い
る
。

　

入
曽
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の

事
業
内
容
は
、文
化
、教
養
を
高

め
る
生
涯
学
習
関
連
の
講
座
を

は
じ
め
、世
代
間
の
交
流
を
図

る
事
業
や
地
域
づ
く
り
を
支
援

す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

　

入
曽
公
民
館
の
事
業
内
容

は
、引
き
続
き
、公
民
館
条
例
に

基
づ
く
社
会
教
育
に
関
す
る
事

業
を
実
施
し
て
い
く
。

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

　

部
改
正

国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限

度
額
を
引
き
上
げ
る
も
の

Ｑ　

賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ

額
を
医
療
分
３
万
円
、後
期
高

齢
者
支
援
金
等
分
２
万
円
と
し

た
経
緯
は
。

Ａ　

今
後
の
国
民
健
康
保
険
の

安
定
し
た
財
政
運
営
を
図
る
う

え
で
、収
支
の
不
足
が
見
込
ま

れ
る
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、

賦
課
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
こ

と
と
し
た
も
の
だ
が
、引
き
上

げ
幅
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る

こ
と
を
検
討
し
、後
期
高
齢
者

支
援
金
等
分
を
法
定
賦
課
限
度

額
と
な
る
２
万
円
、医
療
分
は
、

３
万
円
引
き
上
げ
る
。こ
れ
に

よ
り
、一
般
会
計
繰
入
金
を
増

額
す
る
こ
と
な
く
、財
政
運
営

を
可
能
と
す
る
と
と
も
に
、赤

字
削
減
解
消
計
画
の
目
標
達
成

に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
。

◆
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

　

す
る
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ　

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
を

受
け
た
方
へ
の
影
響
は
。

Ａ　

災
害
援
護
資
金
の
貸
し
付

け
を
受
け
た
方
が
、そ
の
後
の

生
活
再
建
が
思
う
よ
う
に
進
ま

ず
、償
還
金
の
支
払
い
な
ど
に

苦
慮
し
て
い
る
状
況
の
中
で
、

支
払
猶
予
や
償
還
免
除
を
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
明

確
化
し
た
も
の
で
あ
る
。ま
た
、

償
還
免
除
に
、破
産
や
再
生
手

続
の
開
始
が
決
定
さ
れ
た
場
合

が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、償
還
計

画
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
制

度
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

◆
学
童
保
育
室
の
指
定
管
理
者

　

の
指
定

Ｑ　

公
立
の
学
童
保
育
室
と
し

て
、指
定
管
理
者
に
求
め
る
も

の
は
。

Ａ　

学
童
保
育
室
は
、安
全
で

安
心
で
き
る
放
課
後
の
児
童
の

居
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、指

定
管
理
者
が
こ
れ
ま
で
地
域
の

子
育
て
を
担
っ
て
き
た
経
験
を

生
か
し
た
児
童
の
居
場
所
を
提

供
し
、子
育
て
の
さ
ま
ざ
ま
な

ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と
に
、多
様
な

事
業
を
企
画
し
、児
童
の
健
全

育
成
に
資
す
る
運
営
を
行
っ
て

も
ら
い
た
い
。

◆
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算（
第
５
号
）（
専
決
処
分
）

Ｑ　

公
園
施
設
復
旧
事
業
費
の

内
訳
は
。

Ａ　

台
風
第
19
号
の
影
響
に
よ

る
入
間
川
の
増
水
で
被
災
し
た

河
川
敷
公
園
施
設
の
早
期
復
旧

の
た
め
、流
木
な
ど
を
処
理
施

設
に
搬
出
す
る
費
用
と
、グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ト
イ
レ
の
修
繕
や
復

旧
に
要
す
る
費
用
な
ど
を
計
上

す
る
も
の
。

Ｑ　

処
理
す
る
漂
着
物
の
概
算

の
数
量
は
。

Ａ　

流
木
や
使
用
不
能
と
な
っ

た
器
具
な
ど
は
、約
5
6
0
立

方
メ
ー
ト
ル
あ
り
、そ
の
う
ち

約
4
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル
を

稲
荷
山
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
、約

1
2
0
立
方
メ
ー
ト
ル
を
民
間

処
理
業
者
へ
搬
入
す
る
予
定
で

あ
る
。防
球
ネ
ッ
ト
や
簡
易
ト

イ
レ
な
ど
の
廃
棄
物
は
、約
40

立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、堆
積

土
は
約
3
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル

と
な
る
。

Ｑ　

補
充
す
る
備
蓄
品
は
何
か
。

Ａ　

台
風
第
19
号
で
の
避
難
所

開
設
で
使
用
し
た
備
蓄
品
を
次

の
災
害
対
応
に
備
え
る
た
め

に
、ア
ル
フ
ァ
化
米
約
2
千
食
、

5
0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
水
約
1
千
4
0
0

本
、２
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
水
約
1
8
0
本
を
補
充

す
る
。

　
Ｑ　

業
務
手
数
料
の
内
容
は
。

Ａ　

避
難
所
で
使
用
し
た
毛
布

約
１
千
4
0
0
枚
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
に
要
す
る
費
用
で
あ
る
。

自主防災組織リーダー自主防災組織リーダー
養成講座での避難所開設訓練養成講座での避難所開設訓練

住民と防災関係機関による住民と防災関係機関による
防災訓練を実施防災訓練を実施

非常持出品の一例非常持出品の一例

狭
山
市
防
災
基
本
条
例
を
可
決

狭
山
市
防
災
基
本
条
例
を
可
決

    
自
助
・
共
助
・
公
助
で
地
域
防
災
の
充
実
と
強
化
を
推
進

自
助
・
共
助
・
公
助
で
地
域
防
災
の
充
実
と
強
化
を
推
進

　

第
４
回
定
例
会
で
は
、「
防
災
基
本
条
例
」や「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
」な
ど
、20
議

案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。議
長
を
除
く
21
人
の
議
員
で
採
決
し
た
結
果
、原
案

の
と
お
り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。（
採
決
の
結
果
は
４
ペ
ー
ジ
）

12月定例会
11月29日～12月17日

狭山市総合防災訓練（狭山元気プラザ）狭山市総合防災訓練（狭山元気プラザ）



議案質疑一部事務組合議会

（ 5 ） （ 4 ）

Ｑ　

上
奥
富
堰
護
岸
の
復
旧
工

事
が
国
の
補
助
対
象
と
な
ら
な

い
理
由
は
。

Ａ　

補
助
対
象
事
業
と
な
る
た

め
に
は
原
状
復
旧
が
基
本
と
な

る
。し
か
し
、近
年
の
雨
量
の
増

加
で
、護
岸
の
越
流
も
た
び
た

び
起
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、コ

ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
に
補
強
す
る

形
で
の
復
旧
を
考
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
、補
助
対
象
に
は
な

ら
ず
、市
費
で
対
応
す
る
。

◆
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算（
第
６
号
）

Ｑ　

西
武
鉄
道
と
基
本
協
定
の

締
結
前
に
、債
務
負
担
行
為
を

設
定
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

Ａ　

平
成
31
年
４
月
26
日
に
締

結
し
た
基
本
協
定
書
は
、西
武

鉄
道
株
式
会
社
と
の
間
で
、東

西
自
由
通
路
の
整
備
と
橋
上
駅

舎
化
に
向
け
て
の
基
本
的
事
項

を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、具
体

的
な
金
額
の
支
出
を
伴
う
特
定

の
債
務
が
明
記
さ
れ
た
も
の
で

は
な
い
こ
と
か
ら
、基
本
協
定

締
結
時
に
お
い
て
、債
務
負
担

行
為
の
設
定
は
必
ず
し
も
必
要

な
も
の
で
は
な
い
と
認
識
し
た

た
め
、債
務
負
担
行
為
の
設
定

を
行
わ
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、令
和
元
年
９
月
19

日
に
住
民
監
査
請
求
が
提
起
さ

れ
、そ
の
結
果
、住
民
訴
訟
の
提

起
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
対
応
に
万
全
を
期
す
た

め
、今
議
会
で
債
務
負
担
行
為

を
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

適
用
す
る
と
の
規
定
を
設
け
た

理
由
は
。

Ａ　

４
月
26
日
に
締
結
し
た
基

本
協
定
に
対
し
て
債
務
負
担
行

為
の
効
果
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
適

用
さ
せ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る

た
め
、規
定
を
設
け
た
も
の
で

あ
る
。

　

今
議
会
の
補
正
予
算
の
議
決

を
経
る
こ
と
で
、債
務
負
担
行

為
の
効
果
が
追
認
さ
れ
る
も
の

と
考
え
る
。

令和元年第４回定例会では、市長提出議案20議案を審議し、採決の
結果、すべて可決・承認しました。

◆賛否が分かれた議案　　　　　　　　○…賛成、×…反対、退…退席、討…討論者、議長は採決には参加しません

市議会トップページ⇒右側の動画配信ボタンをクリック
⇒左側の配信メニューを選択

狭山市議会をパソコンで！スマートフォンで！
インターネット配信をご覧くださいインターネット配信をご覧ください
http://www.city.sayama.saitama.jp/gikai/

狭山市議会 検索

◆全員が賛成した議案
条例の一部改正家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例、災害弔慰
金の支給等に関する条例、国民健康保険税条例、一般職の職員の給与に関する条例　特別
会計補正予算国民健康保険（第２号）  指定管理者の指定市民会館、博物館、奥富学童保育
室、柏原小第一学童保育室、水富小第一・第二学童保育室、狭山市駅西口駐車場及び狭山市
駅西口第１・第２自転車駐車場　専決処分の承認令和元年度一般会計補正予算（第５号）、
和解について

議
案
番
号

会派名
議員名

 議案名

令政会 公明党 はつらつ創造日本共産党新政みらい 無所属

三
浦
福
田
笹
本
千
葉
太
田
新
良
田
村
広
山
齋
藤
綿
貫
加
賀
谷
金
子
中
村
大
島
衣
川
大
沢
猪
股
土
方
内
藤
高
橋
田
中
西
塚

88 地域交流センター条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ 退 退 退 ○ ○ ○ ○ ○

89 防災基本条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
討 ○ ○

94 富士見、水野及び広瀬公民館の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○

100 産業労働センターの指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
討 ○ ○ ○ × ○

101 令和元年度一般会計補正予算（第６号） ○ ○
討 ○ ○ ○ ○ ○ ○

討 ○ ○ × × ×
討
×
討 × × ○ ○ ×

討 × ○

104 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ×
討 × ○ ○ ○ ○ ○

105 特別職職員の給与及び旅費に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○

利
用
者
に
寄
り
添
っ
た

　
　

斎
場
を
目
指
し
て

　
【
狭
山
市
選
出
議
員
】

　
　
　
　
　
　

内
藤　

光
雄

　
　
　
　
　
　

大
沢　

え
み
子

　
　
　
　
　
　

太
田　

博
希

　

飯
能
斎
場
組
合
議
会
は
、狭

山
市
３
人
、飯
能
市
３
人
、日
高

市
２
人
の
３
市
８
人
で
構
成
さ

れ
、斎
場
の
運
営
や
予
算
、決
算

の
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

斎
場
組
合
を
構
成
す
る
３
市

の
総
人
口
は
約
28
万
６
千
人

で
、年
間
予
算
は
約
１
億
４
千

２
０
０
万
円
で
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

飯
能
斎
場
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
り
の
２
階
建
て
で
、飯

能
市
大
字
飯
能
に
所
在
し
、火

葬
炉
６
基
、収
骨
室
２
室
、霊
安

室
１
室
、告
別
ホ
ー
ル
を
有
し
、

年
間
約
２
千
８
０
０
体
、１
日

平
均
約
９
体
の
火
葬
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

飯
能
斎
場
組
合
議
会
の
大
き

な
課
題
は
、斎
場
の
建
物
が
建

築
後
約
38
年
経
過
し
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

　

現
在
、構
成
市
の
担
当
課
で

は
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
が
、組
合
議

会
と
し
て
も
平
成
30
年
12
月
に

更
新
し
た
ば
か
り
の「
越
生
斎

場
」の
視
察
を
行
う
な
ど
、今
後

の
斎
場
に
つ
い
て
見
識
を
深
め

て
い
ま
す
。

　

今
後
の
飯
能
斎
場
に
つ
い
て

は
、今
ま
で
以
上
に
利
用
者
に

寄
り
添
い
、故
人
に
や
さ
し
い

斎
場
と
な

る
よ
う
に

組
合
議
会

議
員
と
し

て
活
動
し

て
ま
い
り

ま
す
。

　

組
合
発
足
と
同
時
に
埼
玉
西

部
消
防
組
合
議
会
が
設
置
さ

れ
、狭
山
市
３
人
、所
沢
市
６

人
、入
間
市
３
人
、飯
能
市
２

人
、日
高
市
２
人
の
定
数
で
各

市
議
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
16
人

の
議
員
が
、５
市
の
市
民
の
安

心
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
火

災
や
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た

め
、消
防
行
政
の
発
展
の
た
め

審
査
、提
言
を
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
命
と

　

財
産
を
守
る
た
め
に

　
【
狭
山
市
選
出
議
員
】

　
　
　
　
　
　

齋
藤　

誠

　
　
　
　
　
　

中
村　

正
義

　
　
　
　
　
　

田
村　

秀
二　

　

そ
れ
ま
で
狭
山
市
単
独
で
行

っ
て
い
た
消
防
活
動
を
、人
材

の
確
保
、装
備
の
充
実
を
図
り
、

機
動
性
を
発
揮
し
、近
年
の
災

害
発
生
状
況
に
迅
速
に
対
応
す

る
た
め
、狭
山
市
、所
沢
市
、入

間
市
、飯
能
市
、日
高
市
の
５
市

で
構
成
す
る
埼
玉
西
部
消
防
組

合
が
平
成
25
年
４
月
１
日
に
発

足
し
ま
し
た
。

　
５
市
の
面
積
は
約
4
0
6
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、人
口
は
約
78
万

人
で
、消
防
職
員
は
狭
山
市
か
ら

の
1
6
0
人
を
は
じ
め
8
6
5

人
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
間
予
算
は
各
市
か
ら
の
負

担
金
な
ど
約
1
0
0
億
円
で
運

営
さ
れ
て
お
り
、狭
山
市
は
令

和
元
年
度
に
約
19
億
円
を
負
担

し
て
い
ま
す
。

飯能斎場外観

越生斎場を視察

埼玉西部消防局庁舎行政視察のようす

採決の結果

広
域
広
域
広
域
飯
能
飯
能
飯
能
斎
場
斎
場
斎
場
組
合
組
合
組
合
議
会
議
会
議
会

広
域
飯
能
斎
場
組
合
議
会

埼
玉
埼
玉
埼
玉
西
部
西
部
西
部
消
防
消
防
消
防
組
合
組
合
組
合
議
会
議
会
議
会

埼
玉
西
部
消
防
組
合
議
会

　狭山市が近隣市と共同で運営している組織に「一部事務組合」があります。
　この組合を円滑に運営するために、組合議会が設置され、各市から議員が選出
されています。
　今号では、狭山市が構成市となっている２つの組合議会を紹介します。
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総
務
経
済
委
員
会
は
、10
月
8
日

か
ら
10
日
に
か
け
て
行
政
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

地
域
公
共
交
通
の
施
策
に
つ
い
て

　

滋
賀
県
米
原
市
、愛
知
県
江
南
市
、

蒲
郡
市
は
地
域
公
共
交
通
対
策
の
先

進
市
と
し
て
全
国
か
ら
多
く
の
視
察

が
あ
る
市
で
す
。三
市
で
は
鉄
道
、路

線
バ
ス
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
が
互
い
に
補
完
し
合

う
形
で
共
存
し
て
い
ま
し
た
。特
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
地
域
ご
と
に

し
っ
か
り
協
議
を
行
い
、地
域
が
育

て
る
、ま
さ
に「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」バ

ス
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
運
用
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て

　

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
で
は
企
業

誘
致
に
対
す
る
金
銭
的
優
遇
支
援
の

ほ
か
、水
が
豊
富
で
あ
り
自
然
災
害

が
少
な
い
な
ど
の
地
域
性
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
上
で
、将
来
的
に
は
中
部
横

断
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
り
清
水
港

か
ら
の
輸
出
が
容
易
に
な
る
こ
と
、

　

建
設
環
境
委
員
会
は
10
月
３
日
、

４
日
に
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
各
務
原
市　
「
高
温
ガ
ス
化

溶
融
炉
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」

  

高
温
ガ
ス
化
溶
融
炉
で
は
、ご
み

を
特
殊
な
燃
料
で
8
5
0
度
以
上
に

熱
し
、燃
え
る
も
の
は
ガ
ス
化
し
、生

じ
た
灰
は
高
温
で
溶
か
し
て
、リ
サ

イ
ク
ル
を
し
て
い
ま
し
た
。ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
の
削
減
を
始
め
と
す
る
環

境
保
全
対
策
・
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に

つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

狭
山
市
で
は
、10
年
後
に
稲
荷
山

環
境
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
処
理
施
設
の

延
命
化
・
更
新
の
判
断
が
必
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

岐
阜
県
高
山
市　
「
高
山
駅
周
辺
土

地
区
画
整
理
事
業
」　

　

入
曽
駅
周
辺
整
備
事
業
を
見
据
え

て
、高
山
駅
の
橋
上
駅
舎
化
、東
西
自

由
通
路
建
設
の
経
緯
や
施
設
の
概
要

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
高
山
駅
周
辺

で
は
、飛
騨
地
域
の
高
次
商
業
拠
点

　

文
教
厚
生
委
員
会
は
、10
月
23
日
、

24
日
に
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
多
世
代
交
流
の
実
践

　

静
岡
県
焼
津
市
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ム
長
者
の
森
で
は
、デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
の
介
護
施
設
と
、施
設

内
に
あ
る
、も
り
の
く
ま
さ
ん
保
育

園
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

多
世
代
交
流
を
実
践
し
て
い
る
施

設
と
し
て
、高
齢
者
と
保
育
園
児
が

共
用
ス
ペ
ー
ス
で
い
き
い
き
と
ふ
れ

あ
う
よ
う
す
や
、離
職
率
の
低
い
職

場
を
目
指
し
た
取
り
組
み
な
ど
を
視

察
し
ま
し
た
。

学
力
向
上
の
取
り
組
み

　

大
阪
府
茨
木
市
で
は
、「
一
人
も
見

捨
て
へ
ん
」教
育
を
実
践
す
る
た
め

に
、「
見
え
な
い
学
力
」を
指
標
に
よ

り
見
え
る
化
し
、人
的
支
援
な
ど
教

育
現
場
に
対
し
手
厚
く
支
援
す
る
体

制
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。中
学
校
な

ど
で
学
力
の
二
極
化
が
課
題
と
な
る

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、10
月
31
日
、

11
月
１
日
に
、岐
阜
県
多
治
見
市
議

会
と
、可
児
市
議
会
を
視
察
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

議
会
改
革
の
取
り
組
み

　

可
児
市
で
は
、平
成
24
年
12
月
に
、

議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
、議
会
を

活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
方
針
を
定
め

ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
議
員
間
の
自
由
討
議

の
場
を
設
け
た
り
、執
行
部
に
反
問

権
を
認
め
て
議
論
を
充
実
さ
せ
て
い

ま
す
。そ
し
て
、４
年
ご
と
の
議
会
運

営
サ
イ
ク
ル
を
明
確
に
し
、計
画
・
実

施
・
検
証
・
改
善
活
動
が
途
切
れ
る
こ

と
が
な
い
議
会
運
営
を
し
て
い
ま
し

た
。ま
た
、高
校
生
向
け
の
本
格
的
な

模
擬
選
挙
体
験
な
ど
若
い
世
代
の
育

成
に
も
尽
力
し
て
い
ま
し
た
。

若
い
世
代
と
の
対
話
集
会

　

多
治
見
市
で
は
、平
成
26
年
か
ら

中
学
生
を
、27
年
か
ら
高
校
生
を
対

象
に
、対
話
集
会
を
開
催
し
て
い
ま

し
た
。テ
ー
マ
は
、「
18
歳
選
挙
権
と

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
通
に
よ
り

関
東
、東
海
圏
が
ビ
ジ
ネ
ス
エ
リ
ア

と
し
て
拡
大
す
る
こ
と
な
ど
、誘
致

先
と
し
て
大
変
有
望
で
あ
る
旨
の
広

報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

視
察
を
終
え
て

　

ど
の
施
策
も
大
変
参
考
と
な
る
内

容
で
あ
り
、今
後
の
狭
山
市
の
市
政

へ
提
案
・
要
望
に
つ
な
げ
て
い
く
よ

う
引
き
続
き
調
査
・
研
究
し
て
ま
い

り
ま
す
。

の
形
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、都

市
計
画
道
路
や
公
共
施
設
、商
業
施

設
や
居
住
環
境
の
整
備
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

入
曽
駅
周
辺
整
備
事
業
は
、狭
山

市
南
側
の
玄
関
口
の
改
良
と
駅
東
西

の
交
流
促
進
、に
ぎ
わ
い
創
出
に
よ

る
住
環
境
の
向
上
を
目
的
に
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

視
察
を
終
え
て

　

さ
ら
な
る
市
の
発
展
の
た
め
、い

ざ
と
言
う
時
に
応
え
ら
れ
る
委
員
会

と
な
れ
る
よ
う
、先
進
事
例
の
視
察
、

調
査
・
研
究
を
重
ね
、引
き
続
き
市
の

現
状
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

中
で
、学
力
低
位
層
の
解
消
に
向
け

て
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
に
第
１
次
プ
ラ
ン
が
始

ま
り
、29
年
か
ら
第
４
次
プ
ラ
ン
が

進
行
中
で
す
が
、３
年
ご
と
に
策
定

さ
れ
る
プ
ラ
ン
が
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
の
中
で
検
証
さ
れ
、引
き
継
が
れ

て
い
る
点
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

視
察
を
終
え
て

　

狭
山
市
で
も
多
世
代
交
流
や
学
力

向
上
の
取
り
組
み
な
ど
、様
々
な
視

点
で
考
え
て
い
く
必
要
性
を
再
認
識

し
ま
し
た
。子
ど
も
や
高
齢
者
を
取

り
巻
く
環

境
の
整
備

は
重
要
で

あ
る
こ
と

か
ら
、引
き

続
き
調
査
・

研
究
に
取

り
組
み
、提

言
・
要
望
に

つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

議
会
に
つ
い
て
」、「
多
治
見
市
の
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る
」

な
ど
で
す
。若
い
世
代
に
対
し
て
、ま

ち
づ
く
り
へ
の
意
識
を
向
上
さ
せ
つ

つ
、市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
た
政
策

立
案
に
も
役
立
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

視
察
を
終
え
て

　

議
会
改
革
の
重
要
性
や
若
い
世
代

と
の
対
話
の
必
要
性
を
再
認
識
致
し

ま
し
た
。

　

視
察
で
学
ん
だ
こ
と
を
、今
後
の

議
会
運
営
や
議
会
活
動
に
生
か
し
て

ま
い
り
ま
す
。

熱心な質疑が行われました

よりよい駅周辺整備のために

先進事例を学ぶ

全
国
的
に
注
目
さ
れ

る
取
り
組
み
を
視
察

地
域
公
共
交
通
空
白
地
帯
の
解
消
の
た
め
に

住
み
良
い
狭
山
市
と
な
る
た
め
に

次
世
代
を
育
て
る
こ
と
も
議
会
の
役
割

子
ど
も
も
高
齢
者
も
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

総
務
経
済
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

行政視察報告未来へ　つなぐ未来へ　つなぐ
狭山市議会では、先進事例を学ぶために、行政視察を実施
しています。今回は、常任委員会、議会運営委員会、基地対
策特別委員会（15ページ）の視察内容をお知らせします。



こ
こ
に
掲
載
し
て
い
な
い
一
般
質
問
の
質
問
と
答
弁
の
概
要
は
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡ 12月定例会では､15名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。2次元コードから、該当議員の動画へアクセスできます

（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は2年間です）。

（ 9 ） （ 8 ）

◆企業誘致
①企業を誘致することによる効果は。
②企業からの納税額による市民の賦課税額への
影響は。
③さらなる企業誘致に向けた市長の所信は。
環境経済部長 ①人口の移入や地域経済の活性
化や、法人市民税や固定資産税などの増収も見
込まれる。また、新たな雇用機会の創出など地域
社会に大きなメリットがもたらされると考えて
いる。
②市民が納付する市税の各税目の税率や算定基
準は、それぞれ地方税法や税条例などに基づい
て決められているものであり、これらは企業か
ら納付される税額の多寡により変動するもので
はない。

◆複数職員は市長発言を干渉と認識か
　市長は、11月5日に開催した『庁議』の中で、
議会や議会事務局に対して、明らかに干渉と受
け取れる発言をしたと、複数の職員から耳にし
ているが、真相は。
市長 庁議は、自由闊達な意見交換があってしか
るべきだが、指摘にあるような干渉と言われる
ような発言はなかったと認識している。何をも
って干渉と捉えるかは、それぞれの判断に基づ
くものと考える。

◆市所有である写真の個人使用はいかがか
　市公式ＳＮＳと同様な写真が、市長個人のＳＮ
Ｓにも投稿されているが、公的なものと推察で
きる写真を個人的に流用することへの考えは。

◆清掃費用(清掃コスト)の推移
　近年の清掃費及び一人当たりの清掃コストの
推移は。
環境経済部長 清掃費は平成26年度の20億8,555
万4,000円に対し、30年度は23億2,970万8,000
円と11.7％増加している。また、一人当たりは26
年度の１万3,531円に対し、30年度は１万5,402
円と13.8％増加している。

◆全国的に増加傾向にあるごみ収集の有料化
①ごみ収集有料化のメリットとデメリットは。
②今後のごみ収集有料化についての見解は。
環境経済部長 ①メリットは、有料化により市民
がごみの減量や分別の徹底を強く意識するよう
になり、ごみの排出抑制とリサイクルが促進さ

◆風水害への各種備えは
①今年の台風対応について総括と課題は。
②避難準備・高齢者等避難開始が出た時点で避
難できる「福祉避難所」が必要ではないか。
③多数の避難者が出た実態を踏まえ、避難所の
確保など、風水害を想定した具体的計画が必要
ではないか。

市長　 ③本市には、川越狭山工業団地と狭山工業
団地の２つの工業団地を有し、製造品出荷額等
が県内上位の都市として発展してきた。
　企業が立地することで、法人市民税や固定資
産税などの税収の増加、雇用機会が創出される、
人口減少や少子高齢化の抑制など、さまざまな
効果と、大きなメリットがもたらされることから、
引き続き積極的に企業誘致に取り組んでいく。

総合政策部長 市長がみずからのＳＮＳユーザ
ーに向けて写真を掲載することは問題ないもの
と捉えており、個人的な流用にも当たらないも
のと考えている。

◆風水害発生時、市長は市役所に駆け付けるべき
　令和元年９月11日発生の大雨や雷雨の被害
は、『狭山市地域防災計画』に含まれる災害である
との答弁だが、災害発生時間帯の市長の所在は。
危機管理監 市役所から夕方５時頃に一時帰宅
した後、自宅前の水路から雨水が漏れ出し、車両
の通行に支障があることから、近所の方ととも
に集水ますの清掃作業を行い、復旧作業にあた
っていた。

れ、これによりごみ処理量の減少とごみ処理経
費の削減が図られることで、ごみ処理施設の延
命化につながることが期待できる。デメリット
は、市民に新たな負担を強いることのほか、ごみ
の不法投棄やコンビニエンスストアなどのごみ
箱への不適正な排出などの増加が予想される。
市長　 ②ごみの減量化が国際的な取り組みとし
て求められていることや、ごみの排出抑制やリ
サイクルの促進が一層進み、これが持続可能な
循環型社会の形成に寄与するという視点などを
念頭に置く必要がある。また、市民生活に与える
影響も大きいことから、社会経済情勢や近隣市
町の動向などを総合的に勘案して、慎重に検討
していく必要があると考えている。

危機管理監 ①現地災害対策本部の職員配置を、
避難所の長時間の運営に備えて交代制とした。
また、情報を伝達するにあたってはプッシュ型
の情報発信を行うとともに、災害対策本部にコ
ールセンターを設置し、問い合わせ対応の効率
化を図った。課題としては、避難する際の装備、
非常持出品を準備しておくことを周知するこ
と、避難者用の駐車場の確保、ペット同伴の避難
者への対応などである。
②医療機器を常時使用しているなどの重度の障
害がある方は、直接福祉避難所に避難するほう
が好ましいと考えられるため、福祉避難所の開
設について改めて検討していきたい。
③現在、指定避難所の管理運営マニュアルを作
成中で、台風第19号の際の避難所の開設、人員
確保の検証を踏まえ、また、地域の特性やニーズ
を踏まえながら、当該マニュアルの内容をまと
めていくことで、風水害にも対応していきたい。
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土方　隆司（新政みらい）

金子　広和（はつらつ創造） 内藤　光雄（新政みらい）

大沢　えみ子（日本共産党）
企業誘致の効果とさらなる誘致に向けて！

市長の動静は、慎重に行うべきでは ごみの減量化とリサイクルの推進で清掃コストの削減を！

台風第１９号を教訓に風水害への対策を

その他のテーマ▶防災体制の強化に向けてその他のテーマ ▶ぺット同行避難の基準を ▶「スフィア基準」の採用を ▶災害派遣の人材登録制度を 
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡ 12月定例会では､15名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。2次元コードから、該当議員の動画へアクセスできます

（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は2年間です）。

（ 11 ） （ 10 ）

◆災害予測はデータの解析から
　今回の台風第19号では入間川が氾濫注意水
位に到達するなど、危機的状況が時系列を追
って記録されたが、今後の避難指示や洪水ハ
ザードマップにどのように生かされるのか。
危機管理監　 入間川流域の雨量と水位の記録は、
上流域の降水量と河川の水位上昇の関係をあら
わす貴重な記録である。
　今後、入間川浸水想定区域において、適切な避

◆生徒・学生がもっと図書館を利用したい　
①図書館の休館日は、12月に９日間、1月に９
日間、3月に12日間と2学期の期末試験、3学期
の学年末試験、高校・大学の入学試験の最も大事
な時期に集中している理由は。規則に規定され
ているとはいえ、生徒たちへの配慮が欠けてい
るように思うが。
②家庭の事情により自宅で勉強ができない生徒
から、なるべく長い時間、図書館を開館してほし
い旨の声を毎年聞く。彼らにとっては、人生を左
右する大切な数か月となる。
　本の貸し出し以外の自習などの利用のニーズ
に対し、どのように配慮しているのか。

◆水野公民館の存続を
　公共施設等総合管理計画での水野公民館の方
針はどうなっているのか。
総合政策部長 「近隣の公共施設の大規模改修ま
たは建替えに合わせてこれに機能を集約化また
は複合化します。用途を廃止した建物は除却し
ます」としている。

◆平成30年度の利用状況 
　水野公民館、水野児童館、水野市民サービスコ
ーナーの利用状況は。
総合政策部長 水野公民館の利用人数は、
54,394人。水野児童館は、事業参加者と一般来館
者の利用者の合計が35,750人。水野市民サービ

生涯学習部長 ①図書館の休館日が、12月、1月
に多いのは年末年始の休日があるため、3月は
特別整理期間を設定しているため、他の月より
も多くなっている。
②学習などの利用ニーズに対して配慮している
点としては、特別整理期間の設定に当たっては、
自習のニーズに応えて高校の入学試験時期や学
年末試験の時期を避けており、また、中央図書館
は３月上旬に、狭山台図書館は２月末にと、両館
の休館日が重ならないようにしている。

スコーナーは、住民票の写しや所得証明などの
取扱件数の合計が3,354件であった。

◆公共施設等総合管理計画の見直しを
　利用者数が90,144人の水野公民館の除却を見
直ししてほしいが、見解は。
総合政策部長 公民館については、１地区に２館
ある場合は、これを集約化するという考え方の
もと、水野公民館は機能の見直しを図る中で、今
後、そのあり方について改めて検討することに
なると考えている。

難情報の発令や避難所の開設を行う際に活用し
たい。

◆レガシー創生は教育から
　前回の1964年東京オリンピックは、日本のス
ポーツやインフラの飛躍的振興をもたらしたが、
2020東京オリンピック・パラリンピックのレガ
シー創生に向けてどのように教育しているか。
教育長　 小・中学校の社会科や道徳の授業などに
おいて、前回の東京オリンピックでは、交通イン
フラの整備を通じて国民の生活水準が向上した
ことや、オリンピックの成功が自国の経済発展
のみならず、国民の国際理解や日本の国際貢献
推進に大きく寄与したことを学んでいる。
　このように、経済的な効果や道徳的な価値観
を学ぶことで、開催に向けた機運の醸成を図り、
平和でよりよい世界の実現に貢献する態度を身
につけた、さやまっ子の育成を図っている。

◆交通移動をスムーズに
①アプリを使い、鉄道やバス、タクシーなどの交
通サービスを組み合わせて、最適な経路を割り
出し、予約から支払まで一括して行える次世代
移動サービス「マース」についての見解は。
②「マース」普及への課題は。
市民部長 ①都市部では移動の効率化が図られ、
マイカー利用も減少し、交通渋滞の緩和や排出
ガスの抑制などの効果が期待される。また、地方

では単独では採算性が低い各種の公共交通サー
ビスを連結し効率的に利用することにより利用
者の利便性が高まるとともに、利用率の向上に
より採算性も改善し、今後の交通分野に大きな
変革をもたらす可能性がある。
②事業者間の垣根を越えた連携、地域特性を踏
まえた推進、利用者の理解と活用を促すことが
必要となる。また、必要なアプリケーションなど
のツールを誰でも容易に入手し使えるような環
境を整えることも必要となる。

◆安心安全な運転を
　近年多発している高齢ドライバーの事故防止
対策は。
市民部長 交通安全教室などで、運転する際に
は、混雑した道はなるべく避けるとともに、見通
しが悪くなる夕刻や体調のすぐれないときには
運転を控えるなどの指導をしている。

録画配信の
２次元コード

録画配信の
２次元コード

録画配信の
２次元コード

録画配信の
２次元コード

試
験
前
は
図
書
館
を

も
っ
と
利
用
さ
せ
て

早
め
の
避
難
で

安
全
確
保

齋藤　誠（公明党）

千葉　良秋（令政会）

衣川　千代子（日本共産党）
交通移動の不便さ解消と安心安全な交通対策

減災のため避難指示と避難所の適時運用を！ 市が標榜している学力日本一に向け図書館はどう関わるのか

公共施設・水野公民館のあり方

その他のテーマ▶入曽駅周辺整備事業に地域住民、事業者、駅利用者による協議会の設置を

その他のテーマ▶減災は共助の強い絆から

その他のテーマ▶あおり運転対策

福田　正（令政会）
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届けるものです｡ 12月定例会では､15名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
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（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は2年間です）。

（ 13 ） （ 12 ）

◆狭山工業団地拡張地区の雨水処理対応
  整備を進めている該当地区の雨水処理能力を
どのように考えているか。
都市建設部長 県条例に基づき、雨水を一時的に
貯留する調整池や雨水を地下へ浸透させる施設
などの整備を予定している。当該地区は、従前か
らの宅地や道路などを除いて、１ヘクタール当
たり950立方メートル以上となっている。

◆避難所の駐車場確保
　台風第19号では、入間川に近い水富、笹井
地区の住民が、高台にある笹井小学校に車で
向かったが、駐車場に入れない状況であった。
今後どのような対策、対応を考えているか。

◆入間基地の存在は
　この20年間で自衛隊機、米軍機の日本におけ
る事故は104件。市民の命と暮らしを守る観点
から基地の存在を検討すべきでは。
総合政策部長 入間基地は自国の安全と平和に
寄与する重要な施設であるが、一方で本市が基
地と共存していくうえで基地に起因する障害の
解消に取り組むことが不可欠である。このため、
今後も引き続き関係自治体と連携し、基地周辺
の生活環境の向上に取り組む。

◆新生児聴覚検査を積極的に推進すること
①新生児の聴覚障害は、1,000人に１人から２
人の割合で発生する確率がある。早期に発見し、
療育体制をとることで、コミュニケーション能
力などの発育に対する影響を最小限に抑えるこ
とができるが、新生児聴覚検査は任意で自己負
担もあり、普及していない現状がある。以前の一
般質問では、県の動向を見るとの答弁であった。
数年が経過したが、最近の県の動向は。
②市としての取り組みは。
長寿健康部長 ①令和３年度までに、県では個々
の産科医療機関との委託契約を新生児聴覚検査
について一括契約することや、検査費用の一部
公費負担について、妊婦健康診査の助成券に新

◆監査委員
①一般会計及び特別会計の年間予算が約800億
円の監査に２名の監査委員で十分か。また、議会
選出の監査委員は選任しないという条例改正を
すべきと考えるが、どうか。
総務部長 現在の２名の監査委員で十分な監査
が行われているものと認識している。また、議員
の中から選任しないとする条例の改正は、令和
元年第１回臨時会で答弁したとおり、県内他市
町村の動向を注視し、また市議会の考えを尊重
する必要があるため、これを念頭に置き、引き続
き研究していく。

◆自治協力員
①自治協力員は非常勤の特別職と定め、自治会

危機管理監 避難所周辺の自治会などと協議す
るとともに、民間事業者や大学とも協議し、駐車
スペースの確保について検討する。

◆乳児用液体ミルクを災害備蓄品としては
　液体ミルクは、ライフラインが断絶した時に
も大変有効で、備蓄品として導入を要望するが、
その考えは。
危機管理監 災害時に有用であると認識してい
るが、賞味期限が短いことや液体ミルクになじ
みのない方がまだ多くいるとみられること、ま
た、本市では水がセットの発熱材で温めて飲む
タイプの粉ミルクを備蓄しているため、今のと
ころ備蓄品に加えることは考えていないが、乳
児用液体ミルクの災害時
の有用性について、防災
講座などの機会に周知し
ていきたい。

◆ＮＨＫ受信料補助の継続を
　飛行機は上空を飛ぶのに、防音工事は不十分。
ＮＨＫ受信料の補助廃止は妥当か。
総合政策部長 国の施策であり、また補助制度を
取り巻く状況の変化などを参酌すると、やむを
得ないと考えるが、テレビ視聴環境の実態に即
した適切な対応を行うよう引き続き国に要望し
ていく。

◆生活保護行政で県から続けて指導
　保護申請者などとの面談記録の受付状況やラ
イフラインの確認不足という県の指導を受けた
ことは問題があるのでは。
福祉こども部長　 相談記録の中で確認漏れや記
載漏れなどについて再度指導を受けたことを真
摯に受け止め改善を図っている。今後も相談記
録の作成は適切に行うよう努めていく。

生児聴覚検査１回分の助成券を新たに加えるこ
とを提案し、現在、市町村や産科医療機関との間
で調整を図っているところである。
　また、県内全域で当該検査ができるよう、新生
児聴覚検査を実施していない産科医療機関を県
の担当者が直接訪問し、当該検査を実施するよ
う働きかけていく。
②県の動向や近隣市の状況を踏まえながら、検
査費用の一部公費負担の実施に向けて検討する。

から推薦された者を委嘱し、年額20万円、23万
円、26万円の３段階で報酬を支給する根拠は。
②自治協力員代理者に支給している年額２万円
の謝礼の根拠は。
市民部長 ①自治協力員は市と自治会との連絡
調整及び行政刊行物などの配布の調整に関する
職務を担い、市行政の円滑な運営を図る上で重
要な役割を担っており、自治会の世帯数を基準
として、その負担に応じて報酬を支給している。
②自治協力員代理者は自治協力員を補佐するた
めに設置されているもので、その立場や職務に
鑑みて謝礼金を支給している。

録画配信の
２次元コード

録画配信の
２次元コード

録画配信の
２次元コード

録画配信の
２次元コード
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る
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民

綿貫　伸子（公明党） 

安全・安心な狭山市のために！市民の命を守るため入間基地の存在を検討すべきでは！

新生児聴覚検査を受けやすく800 億円の財政監査をもっと強化すべき！

その他のテーマ▶行政全般の総合相談窓口の開設を ▶入間基地周辺における周辺財産の有効活用を

田中　寿夫（無所属）

広山　清志（公明党）猪股　嘉直（日本共産党）

その他のテーマ▶狭山市の生活保護率、県平均の半分以下はなぜ その他のテーマ▶狭山工業団地の交通アクセス改善に向けて
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡ 12月定例会では､15名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。2次元コードから、該当議員の動画へアクセスできます

（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は2年間です）。

（ 15 ） （ 14 ）

◆高齢者虐待を防ぐ
　高齢者虐待の相談件数と対応は。また認知症
高齢者の家族への支援の状況は。
長寿健康部長 平成30年度の相談件数は、 介護
保険事業所職員、民生委員などから21件あっ
た。事実確認の結果、そのうち、４件を虐待と認
定し、虐待を受けている高齢者を施設入所させ
るなどして、家族と分離し、安全の確保を図っ
た。支援状況は、認知症高齢者や家族が集い、介
護に関する情報交換や専門職への相談ができる
オレンジカフェを開催し、また、保健師が電話相
談に対応する認知症ホットラインなども実施し
ている。今後、更なる支援策を研究していく。

◆サピオ稲荷山
①サピオ稲荷山が高齢者の健康の維持増進の一
助になっていると推察されるというが、推察で
はなく中高年の利用者の意見を聞く必要がある
と考えるが、いかがか。
②サピオ稲荷山の民営化の方向は、調査の結果
を踏まえ年度内に決定したいとのことだが、最
終的な政策決定は、市議会の審議を経るべきも
のと考えるが、いかがか。
③小中学校の行事において、サピオ稲荷山と狭
山稲荷山公園、智光山公園を活用し取り組むこ
とが学力向上に資すると考えるが、いかがか。
長寿健康部長 ①平成30年度利用者満足度調査
で、約74％の方が満足と回答している。このこ

◆スマート自治体の早期実現に向けて
①情報政策課が政策として行ってきたことは。
②情報政策官との連携状況は。
③情報政策における、人材育成と人材配置のあ
るべき姿とは。
総合政策部長 ①各種証明書のコンビニ交付や
狭山市駅周辺の公衆無線ＬＡＮ環境の整備など
による市民の利便性向上、マイナンバー制度の

◆市長は災害時にはどっしりと…
　台風第19号の襲来時の市長の対応と役割は。
市長 災害対策本部を設置した後は、災害対策本
部室にて現地の状況の報告を受け、必要な指示
を行った。また５段階の警戒レベルに応じた避
難情報の発令や避難所の追加開設の指示を行っ
た。市長の役割は、災害時に市民の生命、財産を
保護するため、災害対応の陣頭指揮をとり、情報
収集や避難情報の発令を行い、市民の安全を確
保するための決断を迅速に行っていくことであ
ると捉えている。

とから利用者の多くを占める中高年の方にとっ
ては、健康の維持増進に良い影響があるものと
考えられる。引き続き、満足度調査により、中高
年の方の声を聞いていく。
市長 ②現時点では、民営化の内容や方法を検討
している段階で、これらを踏まえ最終的に民営
化の方向を決定することになる。この内容を市
議会に報告していくが、民営化の具体的な手続
きは、市議会の議決を得ることが必要となる。
学校教育部長 ③校外学習や体育の行事を通じ
て自然を身近に感じながら、学力を支える豊か
な心の醸成や体力の増進を図る場として活用し
ている。

施行に伴う情報セキュリティー対策の抜本的強
化やクラウドコンピューティングの活用、仮想
化技術によるサーバーの集約・統合など、情報シ
ステム全体の最適化を図ってきた。
②今後の情報政策の方向性や最適な情報システ
ムの調達などについて、情報政策課の職員や関
連する部署の職員に対する指導やアドバイスの
ほか、若手職員を対象としたデータ活用術など
の研修会の講師としての人材育成も担ってもら
っている。
③若年労働力の不足が見込まれる中、現在の半
分の職員数でも本来担うべき機能を発揮できる
仕組みを備えたスマート自治体への転換が求め
られている。このため、ＡＩやＲＰＡで処理が可
能な作業はＡＩやＲＰＡに任せるとともに、情
報システムの運用もアウトソーシングやＳＩｅｒ
を積極的に活用し、職員は情報政策業務に特化
する必要がある。

　

基
地
対
策
特
別
委
員
会
で
は
、11

月
14
日
に
、狭
山
市
と
同
様
に
航
空

自
衛
隊
の
百
里
基
地
を
抱
え
る
茨
城

県
小
美
玉
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

騒
音
対
策

　

小
美
玉
市
独
自
の
施
策
と
し
て
基

地
周
辺
地
区
に
対
し
、テ
レ
ビ
電
波

障
害
対
策
、電
話
難
聴
対
策
、地
域
運

営
費
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

関
係
機
関
へ
の
陳
情
な
ど

　

百
里
基
地
は
住
民
生
活
に
有
形
無

形
の
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と

し
て
、基
地
周
辺
の
生
活
環
境
の
整

備
や
民
生
安
定
の
た
め
の
助
成
な
ど

に
つ
い
て
の
陳
情
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、在
日
米
軍

再
編
に
係
る
訓
練
移

転
先
６
基
地
の
関
係

自
治
体
で
も
、安
全

と
騒
音
に
十
分
な
対

策
を
講
じ
る
よ
う
要

望
を
実
施
し
て
い
ま

し
た
。

基
地
と
の
交
流
活
動

　

百
里
基
地
周
辺
市
町
協
力
会（
11

市
町
）に
お
い
て
、意
見
交
換
会
及
び

防
衛
懇
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、観
桜
会
、音
楽
祭
及
び
航
空

祭
な
ど
の
基
地
行
事
に
対
す
る
支
援

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

視
察
を
終
え
て

　

今
回
の
視
察
で
得
た
こ
と
を
参
考

に
、当
特
別
委
員
会
と
し
て
も
議
論

を
深
め
、入
間
基
地
に
か
か
わ
る
市

民
の
生
活
環
境
の
整
備
と
改
善
の
た

め
の
要
望
活
動
に
つ
な
げ
て
ま
い
り

ま
す
。

録画配信の
２次元コード

録画配信の
２次元コード

録画配信の
２次元コード

ま
す
ま
す
専
門
性
が

高
く
な
る
情
報
政
策

市
民
の
憩
い
の
場

智
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山
公
園

小美玉市からの説明の後、
活発な意見交換が行われました

視察の成果を要望活動に

小谷野市長、災害時には災害本部で指揮を！狭山稲荷山公園、智光山公園は狭山の宝

情報政策の体制強化で、持続可能なまちづくりを！

その他のテーマ▶ESD（持続可能な開発のための教育）について ▶ESD推進モデル校設置について

その他のテーマ▶看護小規模多機能型居宅介護の提供▶水富地区の高台避難所▶入曽駅周辺整備事業・環境配慮その他のテーマ▶台風第15号・第19号の被害を振り返って ▶狭山工業高校と狭山工業団地の連携

笹本　英輔（令政会）

高橋ブラクソン久美子（無所属） 大島　政教（はつらつ創造）

入
間
基
地
に
か
か
わ
る

市
民
の
生
活
環
境
の
整
備
と
改
善
の
た
め
に

基
地
対
策
特
別
委
員
会　

行
政
視
察
報
告



狭
山
市
議
会
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
の
二
次
元
コ
ー
ド

二
次
元
コ
ー
ド
に
対
応
し
た
携
帯
電
話
で
読
み
取

る
と
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す

さ
や
ま
議
会
だ
よ
り
№
２
０
４　

発
行
日･

令
和
２
年
２
月
10
日　

発
行･

狭
山
市
議
会　

編
集･

狭
山
市
議
会
広
報
委
員
会

〒
３
５
０ｰ

１
３
８
０　

埼
玉
県
狭
山
市
入
間
川
１
丁
目
23
番
５
号　
☎
０
４ｰ

２
９
５
３ｰ

１
１
１
１　
F
A
X 

０
４ｰ

２
９
５
５ｰ

２
３
９
６　

 gikai@
city.sayam

a.saitam
a.jp

編
集
後
記

　

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
初
め
て
実
施

競
技
に
決
定
。ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
の
ひ
と
つ
、ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
で
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
総
合
優
勝
４
回
を
誇
る
野

口
啓
代
さ
ん
が
代
表
内
定
。野
口
さ
ん

は
５
年
前
、左
足
じ
ん
帯
を
損
傷
し
て

い
る
が
、こ
の
け
が
を
ど
の
よ
う
に
克

服
し
て
き
た
の
か
。野
口
さ
ん
は『
全
部

の
種
目
で
し
っ
か
り
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
し
、努
力
し
て
き
た
』と
話
し
て
い

た
。今
後
の
私
の
指
針
と
な
る
言
葉
で

し
た
。議
会
だ
よ
り
の
充
実
の
た
め
、頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。　
　
（
衣
川　

記
）

広
報
委
員
会

　建設中の入曽地域交流センターには、表紙に掲載した施設のほか、
キッズルーム、アトリエ、和室、コミュニティルーム、キッチンスタジ
オなどがあります。総務経済委員会と文教厚生委員会との連合審査
会では、現地の視察を行い、これらの施設についての説明を受ける中
で、丹念に資料に目をとおし、熱心な質問を行いました。

委 員 長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

笹 本 　 英 輔
衣 川 千 代 子
福 田 　 　 正
広 山 　 清 志
土 方 　 隆 司
千 葉 　 良 秋
齋 藤 　 　 誠
中 村 　 正 義

土・日曜日、休日を除く。日程は変更になる場合があります。
問合せ議会事務局へ  ☎ 04-2953-1111 内線 3311
 FAX  04-2955-2396 

３月定例会の予定３月定例会の予定

２月21日(金)　開会、施政方針、議案説明
　　25日(火)　議案説明
　　27日(木)　議案質疑(施政方針への質問を含む)
　　28日(金)　議案質疑
３月２日(月)～４日(水)　常任委員会
　　６日(金)～10日(火)　一般質問
　　17日(火)　委員長報告、採決、閉会

　市民の皆さんに
より分かりやすく
内容をお伝えする
ため、一般質問に
関連する資料を、
議場内のモニター
や配信する映像に
映し出す取り組み
を開始しました。

　提出された議案は、所管の委員会に付託さ
れ、審査を行いますが、内容によっては他の委
員会の所管に及ぶことがあります。この場合
は、関係する複数の委員会により連合審査会
を開くことができます。
　今期定例会では、一般会計補正予算（第6
号）を総務経済委員会と建設環境委員会とで、

地域交流センター条
例を総務経済委員会
と文教厚生委員会と
で、それぞれ連合審
査会を開きました。

　11月５日（火）、学校現場の状況や課題など
について、市内の小中学校教職員と文教厚生
委員との意見交換会を行いました。配慮が必
要な児童生徒への支援体制、部活動や教育環
境整備の課題、学習支
援事業の状況やスマ
ートフォンの問題な
どについて、さまざま
な意見を聴くことの
できるよい機会とな
り、活発な意見交換が
なされました。

市議会を傍聴しませんか市議会を傍聴しませんか
　狭山市議会は、本会議・委員会とも、どな
たでも傍聴ができます。小さなお子さん連
れの方も入場できますので、ぜひ、お越しく
ださい。また、手話通訳や要約筆記の派遣を
ご希望の方は、事前に議会事務局へお問い
合わせください。

モニターに映し出された
資料の画像

課題の解決に向け、活発な
意見交換がありました

連合審査会のようす

表紙の写真 　現在建設中の入曽地域交流センター

次号の議会だよりは５月８日発行

委員会の連合審査会を開催

狭山市立小中学校教職員と
文教厚生委員の意見交換

議場内のモニターを活用して
一般質問をより分かりやすく

市 議 会 の 活 動


